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記 憶 と 忘 却 の 葛 藤
一Belovedにおけ る語 りの構 造
太 田 瑞 穂
"124wasspiteful.Fullofababy'svenom."'〉
この よ うな書 き出 しで、ToniMorrisonの最新作Belovedは始 まる。124
が家 を指 し示 して い るとい うこ とを理解 す るには、少 し先 まで読 まなけれ
ばな らない し、何故 その家が赤 ん坊 の悪意 に満 ちて いるのか を知 るに は、
更に読み進 まなけ れば ならない。読 者は突 然、何 や ら無気 味 な、悪 意 に満
ちた世界へ 投げ込 まれて しま う。Morrisonは、この印象 的な書 き出 しにつ
い て、"BecausetheinmedialresopeningthatIamsocommitedtois
hereexcessivelydemanding。Itisabrupt,andshouldappearso."2)と、
説 明 してい る。 奴隷 たちが 、何 の準備 もで きず、 身 を守 る もの も持 たず、
強制 的に連れ去 られ るの と同 じよ うに、読者 は見知 らぬ場 所、Morrisonの
作 り出 した小 説の世界へ不 意に引 きず り込 まれ るので ある。読 者 は、 戸惑
い、混乱 し、不安 を覚 え る。 そして、何 故悪意 に満 ちてい るのか を知 りた
い とい う衝動 に駆 られ る。
事件 の途 中か ら話 を始め る("inmediasres")方法 は、小 説全体 の語 り
の手法 とも一 致す る。 この小論 では、 この ような語 りの構 造 と主題 との関
連性 を考 察す る と共 に、Morrisonの文体 の特 徴や 表現上 の技法 を明 らか
に してい く。
I
Belovedは、南北戦 争前後の時代 を背景 とし、逃亡奴隷Setheを主 人琴 に
した物語 であ る。Setheが娘Denverと共 に住 んで い るオハ イオ州 の家 に
は、赤 ん坊 の幽霊が、18年間住みつ き狼 藉 を働 く。3)この赤 ん坊は、Sethe
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の娘 で、Sethe自身が2歳 のわが娘 の喉 をか き切 って殺 害 した とい う事 実
が、小説 の初 め の方で明 らか にされ る。 それ では、いつ、何処 で、何故 、
そ して どの よ うにSetheは娘 を殺 したのか とい う疑問 が 自と湧 い て くる
が、 それに対す る答 えをテ クス トは なかなか与 えて くれ ない。
最初 に ある不思 議 な事実 を呈示 し、 それ に関 す る情報 を少 しずつ 明 らか
に してい くとい う語 りの手法 は、 テクス トの細部 にお いて も随所 に見 られ
る。例 えば、・Setheぱ`theytookmymilk"(p.17)と繰 り返 し述べ るこ
とに よって、暴行 され た事実 を伝 えよ う とす るが、 この曖 昧 な言 い 回 しは、
次 の文 に よって幾 ちか意 味がは っ きりとして くる。"Theytookmymilk
andhesawit,anddidn'tcomedown?"(p.69)、Setheの夫Halleが事
一部 始終 を屋根 裏か ら目撃 して いたに もか かわ らず、Setheを助 け よ うと
しなか ったので、彼女 は憤激 す る。"he"がHalleであ るこ とは前後 関係か
ら推 測 で きるが、"They"が誰 で南るかは この時点 では明 らか にされて いな
い。 そ して、"Thepupilsmusthavetakenhertothebarnforsport."
(p.228)の文 で、誰が何処 で何 の ため に行 ったかが具体的 に示 され る。
Setheの背 中 にあ る``tree"につ いて も同 じよ うな事 が 言 え る。Setheは
"Igotatreeonmyback,"(p.15)と言 う。逃 亡 中のSetheを助 けた白
人の娘Amyは 、その木 について、・桜 の木 で、枝 も葉 もあ り、幹は裂 け、赤
い樹液 が滴 り落 ちて いる と表現す る。"It'satree,Lu.Achokecherrytree.
See,here'sthetrunk-it'sredandsplitwideopen,fullofsap,andthis
here'sthepartingforthebranches.".(p.79)次第に、 その木 は、背 中の
感覚 が麻 痺す るほ ど鞭 で打窄れた 々め にで きた傷 跡 である ζとが明 ちか に
され る。Setheが自分 の受け た凌辱 を女主 人に訴 え た("theytookmy
milk")ため に罰せ られ たのであ る。"ThemboysfoundoutItoldonem.
Schoolteachermadeoneopenmyback,andwhenitcloseditmadea
tree..ltgrowstherestill.".(p.17)
この よ うに、1つ の謎めい た言葉 に対 して、後 に答 えが与 えられ るわけ
であ るが、 その こ とに よって、 その言葉 は、 その答 え以外 の意 味 も帯び る
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よ うにな る。意 味が限定 され るよ うに見 えなが ら、その言葉 は新 しい意 味
を付 与 され て、広 が りを見せ るの だ。 つ ま り、具体化 す るこ とに よって、
却 って抽象性が 増す。Setheの背中に刻 印された"chokecherrytree"は、彼
女 の消え るこ とのな い悲 しみ、悲惨 な過去 を表 してお り、決 して癒 やす こ
とので きな い心 の傷 跡 を象徴 して いる。
また、この"chokecherrytree"は、S theの属性 を表す言葉 として機能 し
てい る。4)最初 に謎め いた言葉が現 れ、 その言葉が繰 り返 しテ クス トの中
で使 われ、意味 が補 強 され るにつ れ、 その言葉 のイ メー ジが膨 らむ。 そ し
て、例 えば この"chdkecherrytree"とレ・う言葉 は、強 いインパ ク トを もっ
て、Setheと分 か ち難 い言葉 として我 々の脳 裡 に刻 み込 まれ る。Morrison
は、"chokecherrytree"とレ・う何 の変 哲 もな い言葉 に、独 自の生命 を吹 き
込み、 比喩的 な響 きを与 え、 文章 の中で この言葉 を くっき りと浮か び上 が
らせ る ことに成功 して い る。"theytookmymilk"の文 もや は り、Morrison
独 自の意味合 い を持 って い る。・
結論 を先ず述べ て、少 しずつ話 の核 に近づ くとい う、謎解 きのパ ター ン
とも言 うべ き語 りの手法 は.テ クス トを支 える重要 な基本構造 とな ってい
る。Setheが我 が子 を殺 した理 由 をなか なか 明 らか に しな い とい うこ とが、
この小 説の大 きな枠 組み とな って いるが、同 じ様 な構 造 を もつ小 さな粋 組
み は、lSetheの子殺 しとい う内容 と絡 ん で、他 の場所 に も見い出 され る。
Denverは、LadyJonesに勉 強 を教 わ り、学ぶ ことの喜 び を知 る。 とこ
ろが、ある時 同 じクラスの少年NelsonLordが彼女 の母に関す るあ る質 問
を して以来、Denverはあれ ほ ど好 きだ った勉 強 を学 びに行 くこ とを諦 め
て しま う。NelsonLordがした質 問が何 であ るか はなか なか 明 らか にされ
ない。Denverは、その質 問の真為 を確 かめた い と思 って いるに もかか わ ら





い起 こ してSetheにそ の質 問 をしてみ た ものの、答 えを聞 きた くない とい
う気持 ちが あま りに も強す ぎたのか 、その 時以来2年 間Denverは聴覚 を
失 う。 質問の 内容 を確 かめ た くない とい う気 持 ちに呼応す るかの よ うに、
テ クス トは しば ら くの 沈黙 を保 った後 、NelsonLordの質 問の内容 を明 ら
か にす る。"Didn'tyourmothergetlockedawayformurder?"(p.104)
聴覚 を奪 うほ どDenverに衝撃 を与 えた質 問、 自分 の母親 が我 が子 をそ
の手で殺 したのか どうか とい う問いは、 なか なか発せ られない。 これは、
Setheが我 が子 を殺 した理 由が明 らか に され ない とい う語 りの構 造 と、一
種 パ ラレル な関係 を成 して いる。
迂回に迂 回 を重 ねて 、話 の核 心 に近づ くの を避け る ように、Setheは別 の
話 ばか りしていたが"Circling,circling,nowshewasgnawingsomething
elseinsteadofgettingtothepoint."(p.162)、物語 の後半 で遂 にSethe
が娘 を殺害す るに到 った経緯が 明ちかに される。逃 亡 してか ら約1か 月後、
Setheは庭 で、かつ ての農 園監督が奴隷補獲 人 と共 に近づ いて くる姿 を目
にす る。 その時Setheの心に浮か んだのは次の ような事 であ る。
And if she thought anything, it was No. No. Nono. Nonono. Simple. 
She just flew. Collected every bit of life she had made, all the parts 
of her that were precious and fine and beautiful, and carried, pushed, 
dragged them through the veil, out away, over there where no one 
could hurt them. Over there. Outside this place, where they would be 
safe.  (p  .  163)
この上な く大切で最愛の分身である我が子が、誰か らも決して傷けられた
り汚された りすることなく安全でいられ るように、そして、彼女に自分 と
同 じ悲惨な人生を送 ら茸 ないように、Setheは2歳の娘の喉を鋸 でか き切
って しまうのであ る。
このように、Setheの子殺 しの理由をデクス トはなかなか語ろうとしな
い,ま た、最初に結果 を呈示レて、、少 しずつ情報をつけ加えるという語 り
の手法は、テクス トの細部においても至 る所で用いられている。
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我 が子 を殺 害 した後 、Setheは身 をひ さいで"Beloved"と刻 んだ 墓 を建
て るが、娘 の 幽霊 が家に住 みつ きlSetheを悩 ます。かつ て彼女 と同 じケ ン
タ ッキーの"SweetHome"とレ・う農 園の奴隷 だ ったPaulDが18年 ぶ りに
Setheを訪 れ、幽霊 を追放 す るが、入 れ替わ るよ うに して、Belovedと名乗
る20才ぐらいの女性が現 れ、Setheの家 で暮 らし始め る。・
Belovedには、他 者 に己れの過去 を語 らせ る とい う不思議 な力が備 わ っ
て い る。PaulDは、"Sheremindsmeofsomething.Something,Iook
like,1'msupposedtoremember."(p。234).と説明 して い る。 彼の 口につ
け られたハ ミが 「沈黙」 と 「抑圧」.を象徴 してい るように、彼 は悲惨 な過
去 を"tobaccotin"の中に閉 じ込め 、決 して語 ろ うとしなか ったのだが、彼
女 に触発 され、 重 い口を開 く。"Histobaccotin,blownopen,.spilled
contentsthatfloatedfreely..."(p.218).
Denverも自分 の過去 につい てBelovedに語 る。母 か ら聞い たお気 に入
りの話 、逃 亡 中の母が 白人の娘 に助 け られて 自分 を出産 した時の様 子 を話
す。母 か ら聞い た話 をBelovedにす るこ とに よって、母 が その時見て、感
じたこ とをその まま追体験 す る。人 に語 るこ とに よって、母 の話 に命 を吹
き込む ことがで きるのであ る。 そ して、語 り手Denverと聞 き手Beloved
が一体 とな って過 去 を再構築 す るのであ る。
Denver was seeing it now and feeling it —  through.  Beloved. Feeling 
how it must have felt to her mother. Seeing how it must have 
looked.... So she anticipated the questions by giving blood to the 
scraps her mother and grandmother had told her — and a heartbeat. 
The monologue became, in fact, a duet as they lay down  together.... 
Denver spoke, Beloved listened, and the two did the best they could 
to create what really happened, how it really was, something only 
Sethe knew because she alone had the mind for it and the time 
afterward to shape it. (p.78)
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1Vlorrisomはここで、過去 を他 の人 に語 るこ・との重要 性 を強調 してい る
よ うに思われ る。 ある入の過去 を他者 が また別 の人 に語 るこ とに よって＼
その過去 は生 き生 き した もの として存在 し続け る。Morrisonは、過去 を語
り継 ぐこ とが いか に大切 であ るか を説いて いる。.・ 、
Sethe,Pau1D,Denver,最後 にはBelbved自身 も過去 を語 るb断 片的 に
配 され たそれ ぞれ の視 点か ら語 られ る過去 の物語 は、Setheの過 去 を敷衍
す る と同時に修 正す る働 きを持つ。MarilynSandersM6bleyは、 ここに




この"call・ndr・芦P・n・ρ"1さ・ ジャズや ブル略 な どの黒人音楽 備 徴 で
あ る が 、 小 説 の 第2部 のSethe,Denver,Belovedのモ ノ ロ ー グ に も ζ の
patternが見 い 出 さ れ る 。 ジ ャ ズ の"callandresponse"1こつ い てBernard
wB・II歛 の よ:う!・溯 しや る・"J・zusesth・
.C・11-・nd-res・6・・e
patternwiththeantiphonalrelationshipoccuringbetweentwosolo
inst「uments・ゆ ・tween・・1・and・n・embl・・"6)まる で ・ ソ
.・楽 器 と ・ そ
の 他 の 伴 奏 楽 器 に よ る"callandresponse"のご と くに 、"Beloved,shemy
danghter.Shemine.See."(p.200)で始 ま るSetheの 語 りの 次 た は 、
"Belovedi
smysister."(p.205)で始 ま るDehverの 語 り、 続 い て 、 ・Iam
Belovedandsheismine."(p.210)で始 ま るBevovedの 語 りが 配 さ れ て
い る 。 し か も ソ 卩 に 当 た るSetheの 語 り の 部 分 は 、4ペ ー ジ 余 りに わ た っ
て1つ の パ ラ グ ラ フ で 構 成 さ れ て お り、 力 強 く、 畳 み か け る よ う に 語 ら れ
る 。"Beloved,shemydaughter.Shemine.See."とい う 出 だ し は 、"she"
"She""See"に強 勢 が 置 か れ る が ㍉ 強 く読 ま れ る 語 と語 の 間 隔 が 次 第 に 短
くな り、・、文 の勢 ・が増す・ ・桝 ・S・・h9がB・1b・・dに・警 ざ るを得 な
か った理 由 を一刻.も早 く理解 して も らいたい とい う気持 ち を表 してい るか
の ようであ る。 、.・,、. ..,
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黒人音楽 の響 きは、小 説の他 の箇 所 において も感 じられ る。Denverの献
身的な看護 を受 け てす っかり元気 を取 り戻 したBelovedが、陽気 に踊 り出
す姿 を描写 した次 のパ ッセeジ は、・黒人音楽特 有の軽快 な リズム に溢 れ て
い る。"_....UpstairsBeloved.wasdancing.Alittletwo-steptwo.step,
ノ リ ノ ノ ソ ノ 　 ノ
make-a-new-step,slide;一?slideandstrutondown.'1(p.74)・2つの``slide"
とい う語 の間 にpause(=弱拍)を補 えば、.、この一節 は、・弱強 弱強 とい う リL
ズム を見事 に形成 して お り・、.ドラムの響 きを想 い起 こさせ る。噛.
ところで、.Sethe自身は 自分 の過 去につ いて どのよ うに感 じて い るのだ
ろ うか。lMorrisonは"rememorジとい う言葉・を造 り出 して、"remember"
とは区別 して使 って い るよ うに思 われ る。繰 り返 し甦 って くる過 去の 記憶
"rememory"につ い;て、SetheはDenverに次 の よ、うに説 明す る。
「
噛 ・.馬 「 『 尸.・ 「..'1一
た と 嫁 醐 け て 消 .失した と しゼ も・、そ の"pic・ure"岬人 の
・`relhemory・の中にどどまるばカ・りでなく、現実の外の世界に広が る。 あ
る人が死んで も、その人が見々り聞いたり経験 したことは、 この茸に存在
ずる。
1厂rI・ 幽'..囑
他 畝 とそ の"・i・…e"を 見 るζ ζが で き るのか とい うP・nve・.の問 い
に対 してSetheは、 もち ろん見 るこ とがで きる と答 え、 さ らに、塗 の よ う
嘩 けてい る・ .,.__..・.・
If a house burns down, it's gone, but the  place  — the picture of it  — 
stays, and not just in my rememory, but  out there in the world. What 
I remember is a picture floating around out there outside my head. I 
mean, even  if I don't think it, even if I die, the picture of what I 
 did, or knew, or saw is still out there. Right in the place where it 
 happened. (p.36)
Someday you be walking down the road and you hear something or 
see something going on. So clear. And you think it's you thinking it 
up. A thought picture. But no. It's when you bump into a rememory 
that belongs to somebody else. Where I was before I came here, that 
place is real. It's never going away.... The picture is still there and
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what's more, if you go there.... it will happen  again  ; it will be there 
for you, waiting for  you. (p.36)
ある人 の"rememory"で起 こった こ とを別 の人が 同 じよ うに経 験す るこ と
が で きる。 それ嫉 その人 の頭 が考 え出 した作 り事("thoughtpicture")
で はな くて、実 際に存在す る もの なのであ る。Setheにとって"rememory"
は単 な る過去 の思い出で はな く、今 で も生 々 しい現実 の もの であ る。 そこ
に足 を踏み入れ る考 を待 ち構 えて いて、Setheが受 け たの と同 じ仕打 ちを
与 えよ う としてヤ・る。故 にその よ うな場所 に絶 対行 っては な らな吟 と娘 に
警告 し、過去gこ とを知 りたが るDenverに対 して、決 して 多 くを語 ろ うと
は しない。
"rememory"とい う言葉 は、小説 の中で繰 り返 し用 い られ、動詞 として使
われ るこ ともある。"ThankGodIdon'thavetorememoryorsaya
thing."(p.191)そして、忌 まわ しい思い出、或い は、"oldrememoriesthat
brokeherheart"(P・95)りよ うに、思 い出す時に痛 みが伴 うとい うニュ
ア ンスで使 われ るこ とが 多い。
Setheにと っ て 過 去 の 記 憶 の 中 の 出 来 事 は、苦 痛 に 満 ち て い て
("hurt")、口にす るの も耐 え難 い("unspeakable")のだ。「未来」 とは、
「過去 ・ を寄せつ け ないこ ≧
.であ る"th・f・…ewasam・tterofkee・i・g
thepastatbay"(・・42)拷えて哂 こ≧軸 分かるタうに・彼卒1ま過
去 を排除しようとする矯 ちカヲ瞠 に強い・従 ・て・S・th・は思咄 すのも.
忌 きわ しい 自分 の過去 につ いて語 ろ う とは しないの であ る。
既 に考察 した よ うな、 テ クス トの語 りの構造 とSetheの感 惰の関係 につ
いて、MarilynSandersMobleyは的確 な説明 を与 えて くれ る。
While all texts develop to a certain extent by secrecy or by what 
information they withhold and gradually release to the reader, the 
text of Beloved moves through a series of narrative starts and stops 
that are complicated by Sethe's desire to forget or "disremember" the 
past. Thus, at the same time that the reader  seeks to  know. "the how
100 記憶 と忘却の葛藤一Belovedにおける語 りの構造
and why" of Sethe's infanticide, Sethe seeks to withhold that informa-
tion not only from everyone else, but even  from herself . )
「何故、 どの よ うに して」Setheは我 が子 を殺 したのか とい うこ とをテ クス
トは なか なか読者 に語 ろ う とは しない とい うこ とと、 自分 の娘 を殺 した理
由 を人に も自分 に も明 らか に した くない とい う気 持 ち、言 い換 えれ ば、
Sethe自身の過去 を忘れ たい'とい う.気持 ちは、密接 に関わ り合 ってい る。
読者 が知 りたい と思 う情 報 の遅 延 は、RogerSaleが指 摘 してい る よ う




moments.8)とは言 うものの、この語 りの構 造は、推進 力以上 の役割 を果 た
してい るようた思 われ る。殺害 の理 由が 明 らか にな るまで、過去 の記 憶が
少 しずつ語 られ るのであ るが、 その記 憶の語 りを通 して、読者 は、奴隷制
の下 に置かれ た登場 人物の物理 的状況 を知 り、 さ らに重要 な ことに は、 心
理 的状 況 をも経験 す るの であ る。登場 人物 の心理状 態は テ クス トで はほ と
ん ど説明 され てい ないに もか かわ らず、Morrisonのこの小 説形態 に よ り、
読 者 はξ れ を理 解 す るので あ る。Mobleyも次 の よ うに 言及 して い る。
"Morrison'snovelexposestheunsaidofthenarratives,thepsychic
subtextsthatliewithinandbeneaththehistoricalfacts."10)読者 は、 殺害
す るに到 った動機 を読み進 あ るの であ るがぐ実 は、 その説 明に辿 り着 く前
に、その動機 牽理解 し℃ しまってい る、 とも言 え るの であ る。' ,
III
さ て 、Belovedは、二 体 何 者 で 、何 処 ゐ・ら 、何 の た め に や っ て き た の で あ
ろ う か 。Belovedの顎 の 下 に あ る 傷 跡"thelittlecurvedshadowofasmile
inthekootchy-kootchy-cooplaceunderherchin"(p.239)や、 喉 を 切
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る時 にSetheが頭 を支 えた ため に で きた と思 われ る額 の 三本 の 引 っ掻 き
傷 は、BelovedがSethe.の殺害 した娘の生 まれ変 わ りであ るこ とを示す証
拠 とな る。また、Belovedは、Setheが子供 た ちに歌 って聞 かせ たSethe自
身の創 作 の歌 を記 憶 してい るこ とか ら もその こ とが分 か る。Belovedは水
の 中か ら現 れ、11)あの世 に一 人孤独 に置 き去 りに した こ とべ の埋め合わ せ
と して、Setheに対 して、愛 を際 限な く要 求す る。それ と同時 に、"Youleft
me."、(p.217)と繰 り返 し述べ て、 自分 を殺 し、 しか もその記 憶を消 そ う.と
して い るSetheを激 しく非難す る。
しか ・しなが ら、Belovedは、単 な るSetheの殺 した娘の生 まれ変 わ り以
上 の意 味 が あ るよ うに思 わ れ る。 「Belovedは自分 の姉 ど思 うか」 とい う
PaulDの問いに対 して、Denverは、"Attimes:Attimeslthinkshewas
‐.more.?'(p.266)と答 えてい る。小 説後 半部 に現 れ る、Belovedの悲哀 を
含 んだ叙 情 的なモ ノロー グには、奴隷船 に乗 っていた時の様子 が記 され て
い る。"ahotthing"とい う言葉 の繰 り返 し、ゴ"themanon・myfaceisdead"
"themenwithoutskinbringustheirmorningwatertodrink"(p.210)
"theironcircleisaroundourneck"(p.212)とい った表現 は、奴隷船 に
詰 め込 まれ たアフ リカ人 の凄惨 な光景 を暗示 してい る。 また、 この モ ノロ
ー グの重要 な特徴 として、 句読 点が用 い られ ず、 その代 わ りに、文 と文 の
問 に空間が 配 されてい る とい うこ とが挙 げ ちれ るが、この 空間は、Beloved
の死 と再 生 まで の 空 白部 分 を表 して い る と同 時 に、Belovedの存在 の
"timelessness"を表 してい る とMobleyは分 析す る。"therepareliteral
spacesbetweengroupsofwordsthat.signalthetimelessnessofher
presenceaswellastheunlinedspacesofherlife"12)この よ うに文体 の上
か ら も、Belovedは時間 を超越 した存在 であ り、Setheの子供 として生 きた
・2年間 の歳 月 を越 えた遠 い過去 の記 憶を備 えた存在 であ るこ とが理解 で き
よう。従 って、奴隷 船の記 憶を もつBelovedは、奴隷 とな った人 々の象徴
で あ る、 と言 うこ とがで きる。'
TerryOttenも、Belovedを象徴的 な存 在 と して捉 えている。"Clearly




ヴューの 中で、Belovedの象徴 性 を強調 してい る。「〔6千万余 の入 々は〕奴
隷 制 の犠 牲 に な っ た人 た ち。奴 隷 輸 送 船 の 中で死 ん で い っ た 人 た ち。
Belovedはこの人 たちの象 徴 なんです よ。生 きてい るア フロ・ア メ リカ人か
ら思 い 出 され ない まま、それ で も気づ か れ認め られ るの を待 ってい る人 た
ち を代 表 してい るの です。 この人 た ちは生者 に愛 され たい と焦が れ る一方
で、 自分 たち を無視 し、先祖 を認 め よう としない彼 らを責 めて いる。」14)
この小説 は、"Thisisnotastorytopasson."(p.275)とい、う謎 め い
た言葉の リフ レイ ンで 閉 じられ てい る。何故 この ように書いた のか につ い
て、Morrisonは次の よ うに説明 す る。「この リフレインはauthorialvoice
です 。Belovedの記 憶 を抹殺 して しまいたい とい う人々 の気持 ち .そ れ
は同時に あのmiddlepassageの記憶 を抹殺 して しまいたい気持 ちで もあ
るのですが を示 してい るの です。耐 え られな いほ ど痛 ま しく、語 る言
葉 もない過去 を、思 い出 した くない、語 りた くな い とい うreluctanceなん
です よ」15)黒人 自身が過 去 を語 りた くない、忘れ て しまい たい とい う気持 ち
を抱 いて いるのであ る。一 方、 この リフ レインにはア イロニカル な響 きが
ある。"passon"には、"forget',あるいは"ignore"とい う意味 が あ るの で、
これ は無視 した り、忘 れ て しまった りして いい物語 では ない とい うこ とで
あるく1とMorrisonは述べ てい る。
以上 、Belovedの語 りの 手法 と主題 が いか に深 く関 連 して い るか を、
Morrisonの文体や 技巧 に も光 を当てつつ 、考察 して きた。Setheの過去 を
読者 になか なか 明 らか に しない とい うテ クス トの語 りの構 造 は、Sethe自
身の、.過去 を思 い出 した くない、語 りた くない とい う気 持 ち と一致 してい
る。更 に、Belovedの持 つ象徴 的 な意味 も考慮 すれ ば、 民族 としての黒 人
の、過去 の記 憶を抹殺 したい、 言葉 に した くない、 とい う気持 ちも込め ら
れ てい る とい うこ とを我々 は強 く意識 しなければ な るまい。語 る とい う行
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3)登 場 人 物 た ち は 幽 霊 の 存 在 を疑 問 に 思 わ な い 。"〔Sethe〕justtookitfor-
granted"(p.37)BernardW.Bellは、Morrisonの小 説 を 、"Gothicfable"
の 伝 統 の 中 に位 置 づ け て い る。彼 は"Gothicfable"の特 徴 を"generallyshort
poeticnarrativeswhosecelebrationofthebeauty,truth,andpossibilities
oflifeisderivedfromtheexploitationofitsmagic,mysteryandterror"
と説 明 し て い る。BernardW.Be11,TheAfro-AmericanNoveland傭
Tradition(Amherst:TheUniversityofMassachusettsPress,1987)p.270
を参 照 。,






















14)吉 田 廸 子 「トニ ・モ リス ン を 訪 ね て 」 『英 語 青 年 』1991年2月 号pp.20-21.
15)吉 田 廸 子p.21.
